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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　単一の対象に取付け可能な複数の電子タグであって、前記複数の電子タグの少なくとも
一つが、重複しない読取可能領域及び特有の識別子を有する複数の電子タグを備え、
　前記複数の電子タグの少なくとも一つが、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに電気的に接続されたセンサであって、前記プロセッサは該センサから
データを受信するように構成されるセンサと、
　前記特有の識別子を記憶するように構成され、前記プロセッサと電気的に接続された読
取り可能メモリと、
　前記プロセッサに電気的に接続され、前記特有の識別子を無線放送するように構成され
たアンテナと、
　前記アンテナに電力を供給するように構成された電源と、
　前記プロセッサ、前記読取り可能メモリ、前記アンテナ、及び前記電源のうちの一つを
、前記プロセッサ、前記読取り可能メモリ、前記アンテナ、及び前記電源のうちの別の一
つに選択的に連結するように構成されたスイッチとを含み、
　電子タグの前記特有な識別子を、前記重複しない読取可能領域内で読み取るように構成
された電子タグ読取装置と、
　前記電子タグ読取装置に電気的に接続され、電子タグの前記特有の識別子の読取りに応
答してデジタルサービスを提供するように構成されたコンピュータシステムとをさらに備
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えるシステム。
【請求項２】
　書類を印刷する印刷アセンブリと、
　単一の対象に取付け可能であり、重複しない読取可能領域及び特有の識別子を有する電
子タグを備え、
　前記電子タグは、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに電気的に接続されたセンサであって、前記プロセッサは該センサから
データを受信するように構成されるセンサと、
　前記特有の識別子を記憶するように構成され、前記プロセッサと電気的に接続された読
取り可能メモリと、
　前記プロセッサに電気的に接続され、前記特有の識別子を無線放送するように構成され
たアンテナと、
　前記アンテナに電力を供給するように構成された電源と、
　前記プロセッサ、前記読取り可能メモリ、前記アンテナ、及び前記電源のうちの一つを
、前記プロセッサ、前記読取り可能メモリ、前記アンテナ、及び前記電源のうちの別の一
つに選択的に連結するように構成されたスイッチとを含み、
　前記電子タグの前記特有な識別子を、前記重複しない読取可能領域内で読み取り、前記
印刷アセンブリによる関連する書類の印刷を生じさせるように構成された電子タグ読取装
置と、
　前記電子タグ読取装置に電気的に接続され、前記電子タグの前記特有の識別子の読取り
に応答してデジタルサービスを提供するように構成されたコンピュータシステムとをさら
に備えるモード切替方式の印刷システム。
【請求項３】
　単一の対象に取付け可能であり、重複しない読取可能領域と、ネットワークアクセス可
能な書類に関連した第一の特有の識別子とを有する第一の電子タグから第一の入力を行う
ステップを備え、
　前記第一の入力は、前記電子タグの前記特有な識別子を、前記重複しない読取可能領域
内で読み取るように構成された電子タグ読取装置を用いて取得可能であり、
　前記第一の電子タグは、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに電気的に接続されたセンサであって、前記プロセッサは該センサから
データを受信するように構成されるセンサと、
　前記特有の識別子を記憶するように構成され、前記プロセッサと電気的に接続された読
取り可能メモリと、
　前記プロセッサに電気的に接続され、前記特有の識別子を無線放送するように構成され
たアンテナと、
　前記アンテナに電力を供給するように構成された電源と、
　前記プロセッサ、前記読取り可能メモリ、前記アンテナ、及び前記電源のうちの一つを
、前記プロセッサ、前記読取り可能メモリ、前記アンテナ、及び前記電源のうちの別の一
つに選択的に連結するように構成されたスイッチとを含み、
　前記第一の入力が行われた後に、前記第一の特有の識別子に関連した前記ネットワーク
アクセス可能な書類の印刷を呼び出す第二の特有の識別子を有する第二の電子タグから第
二の入力を行うステップをさらに備え、
　前記第一の特有の識別子に関連した前記ネットワークアクセス可能な書類の印刷は、前
記電子タグ読取装置に電気的に接続され、前記電子タグの前記特有の識別子の読取りに応
答してデジタルサービスを提供するように構成されたコンピュータシステムによって実現
される印刷制御方法。
【請求項４】
　電子タグを分配するように構成されたプリンタシステムであって、
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　書類を印刷するように構成された印刷アセンブリと、
　単一の対象に取付け可能であり、重複しない読取可能領域及び特有の識別子有する電子
タグを分配するように構成され、前記印刷アセンブリに電気的に接続されたタグディスペ
ンサとを備え、
　前記電子タグは、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに電気的に接続されたセンサであって、前記プロセッサは該センサから
データを受信するように構成されるセンサと、
　前記特有の識別子を記憶するように構成され、前記プロセッサと電気的に接続された読
取り可能メモリと、
　前記プロセッサに電気的に接続され、前記特有の識別子を無線放送するように構成され
たアンテナと、
　前記アンテナに電力を供給するように構成された電源と、
　前記プロセッサ、前記読取り可能メモリ、前記アンテナ、及び前記電源のうちの一つを
、前記プロセッサ、前記読取り可能メモリ、前記アンテナ、及び前記電源のうちの別の一
つに選択的に連結するように構成されたスイッチとを含み、
　前記印刷アセンブリに電気的に接続され、前記タグディスペンサによって分配された前
記電子タグの前記特有の識別子と、前記印刷アセンブリによって印刷された書類の電子バ
ージョンとを関連付けるように構成された、ネットワークアクセス可能なデータベースと
、
　前記電子タグの前記特有な識別子を、前記重複しない読取可能領域内で読み取るように
構成された電子タグ読取装置と、
　前記電子タグ読取装置に電気的に接続され、前記電子タグの前記特有の識別子の読取り
に応答してデジタルサービスを提供するように構成されたコンピュータシステムとをさら
に備えるプリンタシステム。
【請求項５】
　プロセッサと、
　前記プロセッサに電気的に接続されたセンサであって、前記プロセッサは該センサから
データを受信するように構成されるセンサと、
　特有の識別子を記憶するように構成された重複しない読取可能領域を有し、前記プロセ
ッサと電気的に接続された読取り可能メモリと、
　前記プロセッサに電気的に接続され、前記特有の識別子を無線放送するように構成され
たアンテナと、
　前記アンテナに電力を供給するように構成された電源と、
　前記プロセッサ、前記読取り可能メモリ、前記アンテナ、及び前記電源のうちの一つを
、前記プロセッサ、前記読取り可能メモリ、前記アンテナ、及び前記電源のうちの別の一
つに選択的に連結するように構成されたスイッチと、
　前記アンテナの近くに配置され、前記アンテナの放送範囲の変化に影響するように形状
を調整可能な電磁シールドを含み、
　前記電子タグは、単一の対象に取付け可能であり、前記特有の識別子を読み取るように
構成された電子タグ読取装置と連携して用いられ、前記電子タグ読取装置は、前記電子タ
グの前記特有の識別子の読取りに応答してデジタルサービスを提供するように構成された
コンピュータシステムに電気的に接続されている電子タグ。
【請求項６】
　単一の対象に取付け可能な複数の電子タグであって、該複数の電子タグの少なくともい
くつかが、特有の識別子と、前記特有の識別子の送信を選択的に遮蔽し又は遮蔽しないよ
うに構成されたユーザが調整可能な電磁シールドとを有する複数の電子タグを備え、
　前記複数の電子タグの一つ以上は、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに電気的に接続されたセンサであって、前記プロセッサは該センサから
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データを受信するように構成されるセンサと、
　前記特有の識別子を記憶するように構成された重複しない読取可能領域を有し、前記プ
ロセッサと電気的に接続された読取り可能メモリと、
　前記プロセッサに電気的に接続され、前記特有の識別子を無線放送するように構成され
たアンテナと、
　前記アンテナに電力を供給するように構成された電源と、
　前記プロセッサ、前記読取り可能メモリ、前記アンテナ、及び前記電源のうちの一つを
、前記プロセッサ、前記読取り可能メモリ、前記アンテナ、及び前記電源のうちの別の一
つに選択的に連結するように構成されたスイッチとを含み、
　選択的に遮蔽されていない電子タグの前記特有の識別子を前記重複しない読取可能領域
内で読み取るように構成された電子タグ読取装置と、
　前記電子タグ読取装置に電気的に接続され、電子タグの前記特有の識別子の読取りに応
答してデジタルサービスを提供するように構成されたコンピュータシステムとをさらに備
えるシステム。
【請求項７】
　複数の電子タグを備え、
　前記複数の電子タグの少なくとも一つが、
　プロセッサと、
　前記プロセッサに電気的に接続されたセンサであって、前記プロセッサは該センサから
データを受信するように構成されるセンサと、
　特有の識別子を記憶するように構成された重複しない読取可能領域を有し、前記プロセ
ッサと電気的に接続された読取り可能メモリと、
　前記プロセッサに電気的に接続され、前記特有の識別子を無線放送するように構成され
たアンテナと、
　前記アンテナに電力を供給するように構成された電源と、
　前記プロセッサ、前記読取り可能メモリ、前記アンテナ、及び前記電源のうちの一つを
、前記プロセッサ、前記読取り可能メモリ、前記アンテナ、及び前記電源のうちの別の一
つに選択的に連結するように構成され、前記特有の識別子の送信を選択的に遮蔽しまたは
遮蔽しないように切り替え可能であるスイッチとを含み、
　選択的に遮蔽されていない電子タグの前記特有の識別子を重複しない読取可能領域内で
読み取るように構成された電子タグ読取装置と、
　前記電子タグ読取装置に電気的に接続され、電子タグの前記特有の識別子の読取りに応
答してデジタルサービスを提供するように構成されたコンピュータシステムとをさらに備
えるシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は電気的な情報を多数の電子タグを使って転送するシステムに関し、特に、対象に
取付け可能な無線周波数電子タグと、コンピュータネットワークに接続されたタグ読取装
置とに関する。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
バーコード又は符号によって品物にタグをつけ光学的な文字の認識を容易にすることは、
置き忘れや紛失をしやすい製品目録、手荷物、紙の伝票、又は他の移動可能な品物を識別
し探知するために、長い間行われてきた。残念ながらこのような光学的に知覚されるタグ
は、識別のために見えるように維持される必要があり、表面のきずあとやその他の損傷に
よって簡単に読取れなくなってしまう。
【０００３】
探知の信頼性を向上するために、無線周波数に基づいた電子タグを使う方法が試みられて
きた。このようなタグは典型的には、データの保存のための半導体メモリと、処理ロジッ
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クと、データを放送するためのアンテナと、を備え、その全てがごつごつしたエポキシ、
可塑性、または他の適切なプラスチックの容器に埋め込まれている。データ保存の容量の
範囲は、典型的には数ビットから数キロビットにおよび、典型的には６４ビットである。
タグは、読み出し専用記録装置（ロム（ＲＯＭ））、電気的にプログラム可能又は消去可
能ロム（ＥＰＲＯＭやＥＥＰＲＯＭ）、またはフラッシュメモリを含むことができる。電
子タグは、長持ちする小さな電池、光起電性電力、熱変換器、外部から加えられた電磁エ
ネルギに依存する誘導電力変換器、またはその他の適切な電源によって、動力を供給され
る。
【０００４】
しかしながら、このような電子タグは動力を供給されると情報を放送してしまうので、多
数の電子タグを物理的に接近して使うことは困難である。例えば、もし多数の電子タグが
、互いに数センチメートル以内の距離で位置していた場合、それらのデータ放送が重なっ
て互いに干渉する場合があり、タグの識別を困難にする。このような問題のため、電子タ
グは一つの対象に一つのタグを配置するように一般に制限され、データ転送の間は、各対
象がお互いに対して十分に距離を開けられることを必要とした。この必要条件は、紙、フ
ァイル、または他の印刷された物を探知するために多数のタグを有益に使うことができる
オフィス環境においての電子タグの使用を制限してきた。
【０００５】
最近のオフィス環境では、紙の書類の管理は、それらに電子的に対応するものの管理と効
果的に協働していない。もし電子タグが物理的な書類に取付けられれば、ユーザはタグ読
取装置を装備した拡張コンピュータの近くに書類を配置することによって、関連する何ら
かの仮想表現（例えばＡＳＣＩＩテキストファイル）にアクセスすることができる。これ
によりシステムは、書類の物理及び仮想表現との間の関係を維持するための、または一般
的には、物理的な対象を仮想的に関連するものによって拡張するための強力なツールとな
る。
【０００６】
本発明のシステムは、多数のタグを付けられ接近した書類を探知するために使うこと又は
様々な選択されたサービス（例えば、印刷、電子メール、電子コピーの放棄、電子的なア
プリケーションを開くこと）の実行を可能にできるという利点が得られるものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明はこれらの要求を、多数の電子タグを識別するシステムを提供することによって満
たす。このシステムは、単一の対象に取付可能な複数の電子タグを含み、各電子タグが重
ならない読取可能領域を備え、各電子タグが特有の識別子を備える。一以上の電子タグ読
取装置が、各電子タグの特有の識別子を重ならない読取可能領域内で読取るように構成さ
れる。コンピュータ計算システムが電子タグ読取装置に接続され、各電子タグの特有な識
別子の読取りに応答してデジタルサービスを提供する。特定の実施形態では、電子タグは
、一体化したセンサシステムを備えることができ、このセンサシステムは例えば、光、場
所、加速度、またはその他の物理的な性質を検出し、検出された性質に関連する特定のデ
ジタルサービスの提供を可能にする。
【０００８】
このようなシステムが特に有効なのは、実質上３次元の対象（固体）又は２次元の対象（
シート）に多数の別個の電子タグをつける場合である。例えば、ポリゴン等の多数の面を
持つ固体は、各面、辺、又は頂点に、デジタルサービスを呼び出す（又は使用可能にされ
たデジタルサービスのパラメータを提供する）特有の電子タグを装備することができる。
様々な記号的な印、例えば、文章、グラフィックス（絵又は線図）、カラーコード、生地
コード、等を使い、ユーザが特定のタグとデジタルサービスとを関連付けることを助ける
ことができる。
【０００９】
上述の電子タグは、デスクトップコンピュータに取付けられたタグ読取装置によって読取
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ることができる。特定の実施形態では、携帯又は手に持てるコンピュータと一体化又は接
近して取付けられたタグ読取装置によって読取ることができる。このような携帯コンピュ
ータは、コンピュータネットワークとの通信のために無線ネットワークトランシーバをサ
ポートすることもでき、サポートされるデジタルサービスの範囲を広げる。
【００１０】
動作中は、少なくとも一つの電子識別タグが、デジタルサービスに関連した物理的な品物
の各々に付加される。これらのタグは、小さな無線周波数トランスポンダであってもよく
、ユーザがアクセスできる特有の３９ビットの識別番号を含む集積回路を備える。小さな
コイルが誘導的にタグに電力を供給し、アンテナが識別番号を放送するために使われる。
特定の実施形態では、アンテナがコイルとは別のものであってもよいが、その代わりに誘
導電力コイル／アンテナコイルの兼用品を使うこともできる。
【００１１】
送信機及び受信機部材を備えるタグ読取装置は、携帯コンピュータ等のコンピュータ計算
装置に付加される。タグ読取装置はパルスを送信し、このパルスが少しの期間、タグのコ
イルを通じてタグに電圧を加える。この期間は、タグがその識別番号を短時間送信するた
めに十分な電力を持つまでの間である。タグとタグ読取装置との間の通信は、両方が接近
した時のみ発生する。この時の実際の距離は、タグや送信機に取付けられたアンテナの大
きさによって、数センチメートルから数十センチメートル（数インチから数フィート）の
間に変化する。一旦識別番号（シリアルで送信される）が受信されると、これをタグ読取
装置がコンピュータシステムに、シリアルＲＳ－２３２出力又はその他の適切な接続を介
してＡＳＣＩＩの記号列として送り、同時に、ユーザにフィードバックしてタグの読取り
を確認する。ユーザフィードバックは視覚的（例えばＬＥＤ状態ライトの点滅又は点灯や
、文章に基づく又はアイコンの表示）、聴覚的（聞き取り可能なブザーやビーという音）
、触覚的（例えばボタンが上昇する、又は構造の目立つ回転）、又は上述の組合わせであ
ってもよい。
【００１２】
識別番号を受信すると、コンピュータ用アプリケーションプログラムが識別入力記号列を
解釈し、現在のアプリケーションの状況を判断して適切なデジタルサービスを提供する。
例えば、識別番号を一以上のデジタルサービスに割り振るＡＳＣＩＩデータベースを使う
ことができる。一つの一般的な動作は｛プログラム，識別番号｝のペアであり、関連した
識別番号で識別されたプログラムを呼び出す。もし受信した識別番号が、それ以前に登録
されていなかった、すなわちＡＳＣＩＩデータベースで動作に関連付けられていなかった
場合、対話ボックスを介して、ユーザに動作及び関連するパラメータを入力するように促
すことが出来る。ネットワーク及びサーバの接続性は、別途の無線周波数又は赤外線ネッ
トワークシステムによって提供される。もしプログラム又は引き出すファイルがネットワ
ーク上にあれば、特定の検知コンピュータに依存しないファイルの名前を使用することが
できる。
【００１３】
本発明によるタグの特定の実施形態では、識別番号に加え、少量の変更可能なデータを伝
達することができる（例えばフラッシュメモリなどに維持される）。例えば、タグに埋め
込まれた又は取付けられたセンサによって提供されたデータを使い、タグを付けられた対
象の折りたたみ、ねじれ、または曲がりを検出することができる。その他に、相対的な空
間情報を検知する加速度計、絶対的な位置を決定するためのジャイロスコープ、無線電信
、又は赤外線位置センサ、それぞれ温度及び光のレベルの変化を検知する様々な熱又は光
センサ、といった数々のセンサが、検出データ値を提供でき、このデータがタグから送信
される。タグ読取装置に与えられた特定のタグと関連して故意の又は故意でない変更がこ
れらのセンサシステムの一つ以上に検出されることにより、強力なユーザインターフェー
ス組織の基礎を提供することができる。
【００１４】
タグによって読み取られた（検出された）各識別番号又は検出データ値は、「センシーム
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」（ｓｅｎｓｅｍｅ）と表わすことができ、各センシームに特定のデジタルサービス又は
属性が関連付けられることは当業者には理解できるであろう。容易に分類できるセンシー
ム（例えば識別番号）の広い多様性は、単独でもコンピュータへの強力なユーザインター
フェースを提供できるが、さらに本発明は、複数のセンシーム入力に基づくコンピュータ
制御をサポートし、タグ読取装置によって一以上の時間的に同期式（又は重なる非同期式
）のセンシーム（例えば特定の識別番号と検出された状態）の集合を読取り、センシーム
に基づくユーザインターフェースの柔軟性を更に拡張する。単一又は多数のセンシームが
次には、「文」（ｓｅｎｔｅｎｃｅ）を構成することで拡張できる。文は、一連の時間的
につながっていない一以上のセンシーム又はセンシームの集合で定義される。文のレベル
は、一連のセンシームの適切な選択による入力文法又は推論規則の定義を可能にし、この
推論規則は例えば、活動的な動詞のようなセンシーム（例えば「印刷する」）、名前を付
ける名詞のようなセンシーム（例えば、ＤＯＣ１．ＴＸＴ）、連結するもの（例えばＡＮ
Ｄ）等を支配する。
【００１５】
また、本発明は、タグを付けられた対象から任意のセンサによってタグ読取装置を接続し
たコンピュータに情報を転送する方法を提供する。この方法は、一以上のタグ及び任意の
タグセンサを操作し第一のセンシーム入力（タグ識別番号を含む）をコンピュータに提供
するステップを含み、この第一のセンシーム入力が、通常は第一のデフォルト動作をコン
ピュータに開始させる。また、タグを付けられた対象は、操作されて第二のセンシーム入
力をコンピュータに提供することもでき、この第二のセンシーム入力は上記で通常に開始
された第一のデフォルト動作を第二の動作に変換する。第一及び第二センシーム（及び後
に続くセンシームのいずれも）は共に文を形成し、この文は、コンピュータ制御された動
作を設定するための命令として解釈できる。このコンピュータ制御された動作は、特定の
電子書類を開くこと及び印刷すること、個人の識別番号を運搬するタグに応答して電子制
御ドアを開錠すること、コンピュータディスプレイにグラフィック像を表示すること、コ
ンピュータネットワークにログオンを始めること、などを含む。動作中は、例えば「認証
を確立、ファイルを開く、３番プリンタでファイルを印刷」という文は、写真付きの身分
証明書に埋め込まれた第一のタグを読取りユーザの識別を確立するステップと、その直後
に紙の書類にクリップで留められた第二のタグを提示し関連した電子書類を特定するステ
ップと、最後に第三のタグと圧力センサが埋め込まれた、小さなプリンタに見える３次元
のトークンを提示するステップと、の連続したステップを伴うことができる。このタグに
電子的に接続された圧力センサを３回圧迫することにより、その前に特定された書類を３
番プリンタで印刷し始める。上述の動作は、特定の電子書類を便利に分類し、ユーザが特
定のプリンタを選択することを可能にし（例えば１番プリンタは１回の検出された圧迫を
必要とし、２番プリンタが２回の検出された圧迫を必要とする）、またこのために視覚的
な表示や複雑な入力命令は必要としない。
【００１６】
上述のシステムの使用方法は、電子タグを選択的に遮蔽（シールド）することによって拡
張できる。遮蔽は、電子タグの読取可能な範囲を任意に制限するため又は強力な一方向の
読取特性を提供するために使うことができ、これは多数の電子タグがお互いの近くに位置
している時に特に有効な特徴である。本発明によれば、電子タグがプロセッサと、プロセ
ッサに接続され識別番号を保持するための読取可能メモリと、識別番号を無線周波数放送
するためにプロセッサに接続されたアンテナと、識別番号の放送のためにアンテナに電力
を供給する電源と、を備えて提供される。電磁シールドがアンテナの近くに設けられ、ア
ンテナの放送範囲を縮小する。シールドは、例えば、少なくとも一部がアンテナの周囲又
は近くに配置された金属製の電線又は金属板、又は電子タグが取付けられる金属線になっ
た空洞であってもよい。本発明によるこのようなシールドは、読取範囲を縮小し、特定の
方向へタグの読取を制限することができる。例えば、電子タグがシールドによって部分的
に囲まれることで、読取可能な電磁放射を、タグが取付けられた対象の表面に実質上垂直
な方向のみに制限することができる。このようなシールドは、多数の電子タグを対象上で
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接近して配置することを可能にする。これは、隣のタグからの干渉する横方向の電磁放射
が阻止されるからである。
【００１７】
特定の実施形態では、電磁シールドが、アンテナ放送を妨害しない第一の実質上の非妨害
位置と、アンテナ放送を妨害する第二の妨害位置との間を移動可能に設けられる。移動可
能な電磁シールドは、第一の実質上の非妨害位置にとどまるように付勢され、アンテナ放
送を可能にすることができ、またその他に第二の妨害位置にとどまるように付勢され、ア
ンテナ放送を妨害することもできる。ユーザによる移動が可能なシールドによって、ユー
ザが定義する通信チャンネルとして電子タグを使用し少量の情報を送信できるという利点
も得られる。もし送信された識別番号を持つ電子タグが、制御されたシールド動作とその
シールドを外す動作によって、送信された識別番号の時間的に一続きの、ユーザが定義す
る読取り可能及び読取り不可能な期間が提供された場合、後に続く、送信された識別番号
の時間的に一続きの、ユーザが定義する読取り可能及び読取り不可能な期間は、送信され
た識別番号に関連付け可能なビット毎の通信と解釈できる。また、ユーザは、電子タグの
読取を断続的に中断することにより（又はその他の方法として電子タグの読取を断続的に
行うことにより）、ビットのコードを送信できる。このようなユーザが定義し送信した少
量の情報は、送信された識別番号に関連するデジタルサービスをパラメータで表わすため
に使うことができ、または電子タグの読取りに応答したデジタルサービスを開始するため
の個人の識別番号又は照合としても使うことができる。例えば、特定の識別番号の２回の
パルス（クリック）を受信した後のみにアプリケーションを開始するようにタグ読込み装
置を構成することができる。このような機構は、電子タグの読取りに応答して通常提供さ
れるべきデジタルサービスが偶然に又は望まれないのに開始されることを低減する。
【００１８】
本発明では、選択的な遮蔽に加え、電子タグの選択的な可能化及び不可能化機能を設ける
。これは、接近して配置された多数の電子タグの使用に関連する問題を軽減するもう一つ
の機構であり、また、ユーザが定義するなんらかの制限された通信を可能にする。電子タ
グは、プロセッサと、プロセッサに接続され識別番号を保持するための読取可能メモリと
、識別番号の無線周波数放送のためにプロセッサに接続されたアンテナと、アンテナに識
別番号を放送するために電力を供給する電源と、を含み、この電子タグにはまた、相互連
結スイッチが設けられる。この相互連結スイッチは、プロセッサと、読取可能メモリと、
アンテナと、電源とから成る集合から選択された少なくとも二つの部材を相互連結する。
相互連結スイッチは通常は開いた方にとどまるように付勢し、識別番号の放送を防止する
こともできるが、その他の方法として通常は閉じた方にとどまるように付勢し識別番号の
放送を可能にすることもできる。
【００１９】
以下のように、相互連結スイッチは、アンテナと、プロセッサ及び電源の一つとの間に接
続されることができ、ユーザによって相互連結スイッチの電気的な接触を開いたり閉じた
りすることで開路又は閉路が制御される（このとき、従来のボタン、接触スイッチ、電気
スイッチ、または当業者に知られる他の従来のスイッチが使われる）。特定の実施形態で
は、センサがプロセッサに接続されることができ、相互連結スイッチは、センサによって
提供されたセンサデータに応答して交互に開かれ、閉じられる。例えば、電子タグは加速
度計を備えてもよく、この加速度計は、タグが刺激された時又は振られた時に信号を送る
能力がある。通常は、相互連結スイッチが開き、タグが不可能化状態にとどまっている。
もしタグが動かされ、振られ、または刺激された場合、加速度計が短時間の加速を検知し
相互連結スイッチが閉じるように信号を送信し、電子タグが識別番号を放送することを可
能にする。二回目の振り動作によって上述の動作が逆にされ、センサは相互連結スイッチ
を開くように信号を送信し、アンテナ／電源の接続（例えば）を切り、電子タグを不可能
化状態にする。熱、光、音、力、またはいずれかの適切な効果に応答するセンサシステム
を本発明のために用いることができる。
【００２０】
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移動可能なシールドに関連して上に示したように、ユーザが定義する電子タグの可能化又
は不可能化機能は、ユーザによって管理される低いビットレートの通信のために使うこと
ができる。送信可能な識別番号を持つ電子タグの相互連結スイッチを制御可能に切替える
ことで、送信された識別番号の時間的に一続きの、ユーザが定義する読取可能及び読取不
可能な期間を提供する。この送信された識別番号の時間的に一続きの、ユーザが定義する
読取可能及び読取不可能な期間は、送信された識別番号に関連付けできるビット毎の通信
として直ちに解釈することができる。
【００２１】
【発明の実施の形態】
図１は複数のタグ３２，４２，４４，４６（通常は各タグが特有の電子的に読取り可能な
識別番号を有する）を識別し、これらの電子タグを電子タグ読取装置２０，２６，２８に
提示することに応答して様々なデジタルサービルを提供するシステム１０の略図である。
デジタルサービスにアクセスするには、電子タグ読取装置２０（又は電子タグ読取装置２
６や２８）がコンピュータシステム１２に接続され、このコンピュータシステムが更にロ
ーカルコンピュータ１４と、データベースサーバ１６と、ネットワークされたコンピュー
タ１８とを備える。本発明のここで示した実施形態では、電子タグ３２は紙の書類３０に
クリップで留められ、電子タグ４２，４４，４６は、それぞれ立方体の形をしたポリゴン
５０の面５２，５４、５６に取付けられている。どのデジタルサービスが呼び出されたか
の決定は、様々な文字、グラフィック、または記号的な印６２，６４，６６によって助け
られる。この印６２，６４，６６はそれぞれ電子タグ４２，４４，４６の近くに配置され
ている。電子タグ３２又は４２，４４、及び４６は、一以上のタグ読取装置の近くに運ば
れ、問い合わせ／応答信号２２及び２４が電子タグとタグ読取装置との間に伝わり、読取
られた電子タグの識別番号がコンピュータシステムに伝わる。
【００２２】
電子タグは、様々な対象に、永続してまたは一時的に取付けることができることは当業者
には理解できるであろう。このような様々な対象は、これに制限されないが、紙の書類３
０、ポリゴン５０、本、雑誌、ポスター、ノートカード（ｎｏｔｅｃａｒｄｓ）、印刷さ
れた宣伝、壁、床、天井、家具、電子装置、携帯コンピュータ、容器、ボール紙でできた
箱、衣類、またはその他の適切な対象を含む。電子タグを対象に永続して取付けるには、
対象に埋め込む方法、対象の表面に粘着して取付ける方法、ステープラで固定する方法、
またはその他の適切な取付機構によって対象に一致させる方法等を採ることができる。電
子タグを対象に一時的に取付けるには、対象に取付けられるクリップ、留め金、又はひも
の使用（例えば、電子タグを取付けられた紙クリップ、電子タグを取付けられた輪ゴム又
は糸ひもの輪）、単純に分散して載せる（例えば電子タグを投げて床に載せる）、スロッ
ト又は置き場への挿入、またはその他の適切な一時的取付機構によって行うことができる
。この一時的取付機構によって、取付けられた様々な対象と連続的に関連させることを可
能にし、電子タグの再使用を簡単にできるという利点が得られる。
【００２３】
図１には、一以上のタグを付けられた対象がポリゴン５０として示されている。ポリゴン
５０は複数の電子タグ４２，４４，４６を含み、それぞれが各面５２，５４，５６に取付
けられている。ポリゴン５０は回転することで実質上一つの面とその面の中央に取付けら
れた電子タグとを読取装置２０に提示できる。電子タグはポリゴン５０のどこにでも、例
えばポリゴン５０の辺や頂点に、ポリゴンに対してランダムな分布で、又は半ランダムな
分布で、又は対称的な分布で、図示するように各面の中央に、取付けることができると理
解されたい。このようなポリゴン（例えば、立方体、四面体、斜方十二面体、二つの表面
を持つ平面の固体、又は関係した形状）を使用し、面の中央へ取付けることで、面で受動
的に遮蔽できるという利点が得られ、多数の電子タグの同時読取りを制限できる。ポリゴ
ン５０は、一つの固体の対象として示されるが、様々な他の形状も本発明の範囲内に含ま
れる。例えば、全体的な形状は、様々な方形のプリズムに類似していてもよく、又は回転
楕円状、長円体、円錐曲線回転体、平面、不定形、又はユーザが対象の形を決められるよ
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うに十分な可鍛性を持つものでもよい。これに加え、電子タグと一致された多数の協働す
る形状の構成部分も含まれている。これは、ボールとソケット、鍵とロック、スライド可
能又は回転可能な連結構成部分、鎖、又はその他の連接した対象を使うような多数の形状
の構成部分の連結を可能にする通常の構成を含む。
【００２４】
本発明による、このような上述の対象に取付けるために適切な電子タグは、通常は特有の
識別番号及び任意のデータを様々な選択された無線周波数で放送（送信：broadcast）す
る。識別番号は、用いられる特定のメモリシステムに依存して、電子タグの活性化の際に
ユーザによって割り当て可能でもよく、ソフトウェア命令によってユーザによって変更可
能でもよく、又は電子タグ製造業者によって固定されてもよい。特定の実施形態では、赤
外線、超音波、または他の適切なデータ転送システムが単独で又は無線周波数タグと組合
わせて使われ、固有の識別番号又は関連したデータを送信することもできる。電子タグは
、外部の電磁コイルによって誘導的に電力を供給されても、内部の電池によって電力を供
給されても、光起電性セルによって電力を供給されても、利用可能な時には一般家庭の電
流からの少量の電流によって電力を供給されても、その他の適切な電力供給機構によって
電力を供給されてもよい。識別番号及び／又はデータの放送は、連続的でもよいし断続的
でもよく、ランダムな期間の外部からの状態の問い合わせに応答してもよいし、電子タグ
のローカルでの電力供給に応答してもよい。
【００２５】
電子タグ４６に、任意にセンサ４７を取り付けることもできる。様々なセンサのモードを
サポートすることができ、このセンサモードは、ジャイロスコープセンサ、加速度計、ま
たは音響又は赤外線範囲技術によって決定される絶対的又は相対的な位置情報を含む。従
来の光、像、熱、電磁、振動、または音響センサを含む環境センサが存在してもよい。所
望の適用法に依存して、環境又は位置センサを使うことができる。このような位置センサ
は、差動ＧＰＳ位置検出、像分析又は認識、音響又は音声識別、又は差動熱センサを組み
込む。センサは、加速度計、圧縮又は張力変形センサ、又はその他の埋め込まれた又は取
付けられたセンサを含んでもよい。特定の適用例では、連続的なセンサ（例えば二層シー
トのキャパシタンスセンサ）を用いてもよい。特に有効な連続的なセンサの種類の一つは
、多数のキャパシタンス又は抵抗ストリップを使い、変形圧力の結果、変形圧力に比例し
た、位置を特定できるアナログ信号を生じる。単純なキャパシタンスセンサ、抵抗変形（
応力）センサ、アナログ又はデジタル圧力スイッチ、誘導性センサ、または流体流れセン
サ等の様々な種類のセンサを使うことができる。用いられるセンサの種類に依存して、セ
ンサデータは、直接電子タグ４６にデジタル形式で送ることもでき、又は、典型的には４
から８ビットの範囲を提供する汎用アナログ－デジタル変換器によってデジタル形式に変
換することもできる（ただし、少なくは１ビットから多くは３２ビットまでが様々な適用
例により要求されてもよい）。このようなセンサシステムの使用により、入力情報が追加
され、この入力情報は、電子タグによって一部が可能にされるユーザインターフェースの
一部を形成することができることを理解されたい。
【００２６】
センサに加え、様々なフィードバック表示を電子タグ４６に取付けることができる。例え
ば、電子タグの始動及び動作は、電子タグ４６の近く又は電子タグ読取装置２０の近くに
配置された装置からの適切なユーザフィードバックによって示すことができる。例えば、
電子タグ４６の近くのＬＥＤ状態ライト４９及び電子タグ読取装置２０の近くのＬＥＤ状
態ライト２１が設定でき、電子タグが活動的に電子タグ読取装置２０に送信している時に
、断続的な又は間断のない視覚的に目立つ光を提供できる。これによりユーザにデータ転
送の視覚的な確認を提供する。選択肢として、携帯コンピュータに一般的に使われている
従来のパッシブ又はアクティブマトリックス液晶表示装置や、様々な電気光学的又は微視
力学的な技法に基づくディスプレイを使うことができる。これに加え、特定の装置では、
適切なエレクトロクロミック物質の集中した又は分布した色の変化によって形成される、
像を結ばないディスプレイを使い視覚的なフィードバックをユーザに提供することもでき



(11) JP 4541465 B2 2010.9.8

10

20

30

40

50

る。
【００２７】
本発明のいくつかの実施形態では、視覚的な出力は、視覚的でないディスプレイによって
拡張される（又は置き換えられる）場合もある。視覚的でないディスプレイは、内部のア
クチュエータ又は聴覚フィードバックに基づく触覚ディスプレイを含んでもよい。例えば
、一つの可能なフィードバックディスプレイは、内部の聴覚スピーカ（使用可能なプロセ
ッサの速度及び機能に依存して、単純な「ビー」という音からきちんと形成されたスピー
チまでの範囲の音を発する）に基づきユーザにフィードバックを提供する。視覚的でない
ディスプレイ及び関連したアクチュエータ又はエレクトロニクスは、その他のフィードバ
ックのモードをサポートすることができ、このモードは例えば、内部のアクチュエータを
通じての力によるユーザへのフィードバック、触覚に基づくフィードバック（例えば多数
の表面の突出によってブライユ(braille)点字を表現又は他の従来の触覚ユーザインター
フェース）、装置の表面生地の変更、又はユーザに状態情報を供給するその他の従来の機
構を含むことを理解されたい。
【００２８】
タグ読取装置２０（及びタグ読取装置２６，２８）は、電磁、光学、又は音響信号を様々
な周波数で検出するように構成できることを理解されたい。特定の実施形態では、タグ読
取装置２０が電子タグ識別番号及びデータの読取りはもちろん、書き込むこともできる。
タグの読取に応答して呼び出される特定のデジタルサービスは、タグ読取装置２０，２６
，２８のうちのタグを読取った装置か、電子タグが一以上の電子タグ読取装置によって読
み取られるときの順序か、特定の読取装置に電子タグを提示する継続時間、又はユーザが
理解できる他の適切な電子タグ読取プロトコル、に依存させることもできることを理解す
べきである。
【００２９】
電子タグが読取られた後、コンピュータシステム１２が使われ、電子タグの識別番号を解
釈し、要求されたデジタルサービスを提供する。識別番号の意味論上の結合は、コンピュ
ータ１４（これはデスクトップコンピュータでも、電子タグ専用プロセッサでも、または
携帯ペンコンピュータ（ｐｅｎ ｃｏｍｐｕｔｅｒ）でもよい）、ネットワークに接続さ
れたデータベースサーバ１６、又は他のアクセスできるネットワークされたコンピュータ
１８によって実現できる。コンピュータシステム１２内のコンピュータは、様々な配線に
よる又は無線による接続によって相互連結でき、様々な通信プロトコル及び設計をサポー
トしてもよい。この様々な通信プロトコル及び設計は、シリアルのつなぎ鎖の使用（例え
ばＲＳ－２３２Ｃインターフェースプロトコルを使う）、広く用いられているＩＲＤＡ通
信規格に従った赤外線信号の使用、又は無線周波数信号の使用（これは例えば、セルラ電
話、９００ＭＨｚの無線電信、又はデジタルＰＣＳ電話通信であってもよい）を含む。そ
の他の通信規格又はその他の通信搬送波、例えば光学又は音響技法に基づくもの、を用い
ることももちろん可能である。その他のコンピュータ１２からの可能な通信の行先は、自
動化制御システム、防犯認証装置、無線の個人デジタル補佐、ノートコンピュータ、又は
その他の適切に装備された電子システムを含む。
【００３０】
デジタルサービスと特定の電子タグとの結合は、ユーザが定義することもでき、システム
提供者によってデフォルト結合として提供されることもでき、繰返し又は状況によってシ
ステムが覚えることもでき、またはこれらのなんらかの組合わせ及び他の適切な意味論上
の結合技法であってもよい。例えば、データベース形式を構成し、電子タグの各識別番号
をデータベースのキーにすることもできる。このキーに、この電子タグの識別番号が検出
された時に行われるデジタル動作の集合を関連付ける。このような動作、例えばウェブペ
ージの表示、文章書類の表示、カレンダへの日付の表示、書類内の特定の場所への移動、
などなどを列挙したリストが存在する。各動作は、その動作に適切な、（名前、値）ペア
のリストによってパラメータで表示される。例えば、文章書類の表示の動作は、表示する
ファイルを示すペア、読取専用モードで表示するか否かを示すペア、又はファイルが特定
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の形式に変換されるべきか否かを示すペアを含む。この一般的な（名前、値）機構を使う
ことにより、またデータベースを人が読取可能なＡＳＣＩＩ形式にすることにより、ユー
ザは容易に新しいタグ及び新しい種類の動作を最初に提供されたリストに追加できる。デ
ータベースは編集可能なので、電子タグの識別番号とデジタルサービスとの関連は、ユー
ザによっていつでも変更することができる。
【００３１】
単一の電子タグ及びその特有の識別番号を読取ることに加え、本発明のユーザインターフ
ェースは、連続的に又は同時に複数の電子タグを一以上のタグ読取装置で読取ることで拡
張できる。タグによって読取られた（検出された）各識別番号又は検出データ値を、「セ
ンシーム」と表し、各センシームに特定のデジタルサービス又は属性を関連付けられるこ
とは当業者には理解できるであろう。容易に分類できるセンシーム（例えば識別番号）の
広い多様性は、単独でもコンピュータへの強力なユーザインターフェースを提供できるが
、さらに本発明は、複数のセンシーム入力に基づくコンピュータ制御をサポートし、タグ
読取装置によって一以上の時間的に同期式（又は重なる非同期式）のセンシーム（例えば
特定の識別番号と検出された状態）の集合を読取り、センシームに基づくユーザインター
フェースの柔軟性を更に拡張することを当業者は理解するであろう。単一又は多数のセン
シームが次には、「文」を構成することで拡張できる。文は、一連の時間的につながって
いない一以上のセンシーム又はセンシームの集合で定義される。文のレベルでは、一連の
センシームの適切な選択による入力文法又は推論規則の定義を可能にし、この推論規則は
、例えば活動的な動詞のようなセンシーム又は名前を付ける名詞のようなセンシーム等を
支配する。例えば、動詞「印刷する」は、タグ４２と、文章の文字「ＰＲＩＮＴ」と、及
びポリゴン５０上のプリンタ６２の記号的なアイコンとに関連し、名詞「ｈｔｔｐ：／／
ｗｗｗ．ｔｅｓｔ．ｃｏｍ／ＤＯＣ１．ＴＸＴ」は印刷された書類３０に対応する書類の
電子的なコピーへのＵＲＬに関連する。英語と同様に、文脈によって、センシームがどの
ように解釈されるかが影響される場合もある。例えば、タグを有するプリンタの小さなモ
デルは、周囲のセンシームによって動詞「印刷する」又は名詞「プリンタ」と解釈可能な
センシームを生じることができる。
【００３２】
また、ひとまとめにされたセンシームは、コンピュータ制御された動作（すなわちデジタ
ルサービス）を設定する命令として解釈できる文を形成する。この動作（デジタルサービ
ス）は、特定の電子書類を開くこと及び印刷すること、タグによって運搬された個人の識
別番号に応答して電子制御ドアを開錠すること、コンピュータディスプレイにグラフィッ
ク像を表示すること、コンピュータネットワークへのログオンを始めること、などを含む
。例えば図１に示すシステムでは、動作中は、「認証を確立、ファイルを開く、３番プリ
ンタでファイルを印刷」という文は、電子タグ４６を読取りユーザの識別を確立するステ
ップと、その直後に紙の書類３０にクリップで留められた第二のタグ３２を提示し関連し
た電子書類（すなわち「ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｔｅｓｔ．ｃｏｍ／ＤＯＣ１．ＴＸＴ」
）を特定するステップと、最後に圧力センサ４５を３回圧迫した後に電子タグ４２（小さ
なプリンタの印の隣に配置されている）を提示し、前に特定された書類を「３」番プリン
タで印刷し始めるステップと、の連続したステップを伴うことができる（センサ４５は電
気的に電子タグ４２に接続されており、少量の圧力応答データを送ることに留意したい）
。上述の動作は、特定の電子書類を便利に分類し、ユーザが特定のプリンタを選択するこ
とを可能にし（すなわち１番プリンタは１回の検出された圧迫を必要とし２番プリンタは
２回の検出された圧迫を必要とする）、またこのために視覚的な表示や複雑な入力命令は
必要としない。
【００３３】
いくつかの時間的に分類可能なセンシーム（又はセンシームの組合わせ）が更に、本発明
による文法の基礎として使われるセンシームを表わすことは当業者には理解できるであろ
う。以下に述べるセンシームの全ては、電子タグの識別の数々の変形（例えばタグ番号２
３７６５４に対して１２４９３４）、電子タグのクラス（例えば１０００シリーズに対し
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て４０００シリーズ）、一連の特定の電子タグの提示、タグ提示又は連続化の繰返し及び
タイミングの変分、又はセンサ入力によって変更できる。このセンサ入力は、位置情報、
加えられた圧力、圧力センサを圧迫するために使われた力、などを含む。これに加え、様
々な対象のタイミング（早い、遅い、又は交互に早いと遅い、等）によって、センシーム
の解釈を変更することができる。例えば、もし「圧迫」が圧力センサ４５によって供給さ
れる典型的なセンシームとした場合、素早い圧迫、遅い圧迫、きつい圧迫、軽い圧迫、狭
い圧迫、広い圧迫等があると理解できるであろう。本発明の目的のためには、このような
全ての圧迫センシームはすべて「圧迫」クラスの一つとして考慮し、個々の変分は、電子
タグ識別番号及び意味論上のデフォルト結合の可能な変更として働く。
【００３４】
本発明の特定の実施形態の動作をよりよく理解するために、図２に、任意のセンサ１６０
を接続された、電子タグ１５０を読取るためのタグ読取システム１００を示す。システム
１００は、入力／出力がペン１１２及び接触に敏感なディスプレイ表面１１４によって助
けられる携帯ペンコンピュータ１１０と、ネットワーク（図示せず）との通信のための無
線赤外線又は無線周波数ポート１４０と、取付けられた電子タグ読取装置１２０と、を含
む。タグ読取装置１２０は、ペンコンピュータ１１０へのライン１３２によって電力を供
給され、ペンコンピュータ１１０とのシリアル通信はシリアル接続１３０（例えばＲＳ－
２３２Ｃ接続）によって維持される。
【００３５】
図３は図２のタグ読取装置１００の略図である。図３に示すように電子タグ１５０はメモ
リ１５２を含み、メモリ１５２は、識別番号、他のユーザ又はシステムが定義するデータ
、及びセンサ１６０からの任意のセンサデータを保持する。メモリ１５２に接続されたプ
ロセッサ１５４が、ボード上の論理を処理し、この論理は任意のデータ予備処理、電力制
御、及び送信／受信タスクを含む。プロセッサ１５４は、少ない論理構成部分のみを含む
こともでき、又はマイクロプロセッサチップ上にメモリ１５２を備えるフル機能マイクロ
プロセッサであってもよい。電源１５６（例えば、電池、誘導電力変換器、光起電性セル
など）を使い、タグ１５０に電力を供給し、データ送信をアンテナ１５８によって放送す
る。タグ読取装置１２０は、タグ読取装置－プロセッサ／メモリ－バッファ１２０と電磁
読取コイル１２２を備える。
【００３６】
本発明の目的のために適切なタグは、小さなコイルとコイルに接続された小さなマイクロ
チップとを含み、メモリ１５２とプロセッサ１５４とを単一の論理モジュールに圧縮し、
アンテナ１５８と電源１５６とを単一のコイルに圧縮し、このコイルはタグに誘導的に電
力を供給しタグ識別番号を放送する。適切なタグは、関連する任意のセンサ１６０を必要
とせず、タグ電池が存在しない。電力は各呼びかけ信号サイクルにおいて読取装置１２０
からタグに転送される。典型的には、読取装置１２０が、１２８ｋＨｚの周波数で交番す
る場を発生させることによって呼びかけ信号サイクルを開始する。もし、読取装置がタグ
に十分に近ければ、この変化する場がタグに含まれたコイルに電流を誘導する。この電流
は次に整流され、キャパシタを充電するために使われ、このキャパシタは、十分な時間の
後、必要なだけの保存された電荷を持ち、取付けられた集積回路に電力を供給する。この
条件が満たされた時に、チップは呼びかけ信号周波数の半分の周波数で発振器を活動化さ
せ、この信号はタグのコイルに送り返される。タグ読取装置１２０は、全二重システムと
して設計され、同時に受信と送信を行うことができる。読取装置の敏感な受信機は、呼び
かけ信号の半分の周波数に正確に整調されており、タグからの６４ｋＨｚの位相変調信号
に注意する。この処理の過程では、タグは、応答信号を６４ビットの情報を含むデータフ
レームと共に変調する。各フレームは、組織又はクライアントのコード、特有のＩＤコー
ド、及びチェックサムを含む。各クライアントに対して２３９のタグコードが使用可能で
ある（およそ５５００億）。
【００３７】
様々な大きさのタグが本発明では使用可能である。大きなタグは大きなコイルを備えるが
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、小さなバージョンと類似した電子回路を持つ。大きなタグは大きな読取範囲を持つ。タ
グの大きさと、読取装置のコイルの大きさと、読取範囲との間のトレードオフは、適用例
に応じて支配される。読取距離は典型的には、電子タグが遮蔽されておらず完全に可能化
されている時に、接触から１２センチメートルまでの範囲におよぶ。
【００３８】
タグ読取装置１２０は、単純な埋め込まれたプロセッサ１２４を含む埋め込みシステムと
して設計され、このプロセッサの仕事は、受信した信号を識別しそのデジタルにおいての
表現をメモリに入れることである。タグ読取装置は典型的には、単純なシリアルＲＳ２３
２インターフェースをサポートし、ラップトップ又はＰＤＡなどの汎用コンピュータとの
接続を可能にする。有効なタグを読取った時は、単純な聴覚的な警報又はＬＥＤのフラッ
シュを使い、タグ読取処理を単純な聴覚的又は視覚的に示すこともできる。使用を容易に
するため、タグ読取装置１２０は、手に持てるコンピュータに取りつけてもよい。例えば
コンピュータが、市販され入手可能なタグ読取装置と結び合わせられてもよい。このよう
なタグ読取装置は、コンピュータのハウジングを多少変更するだけでタブレットの後ろに
容易に隠すことができ、マシンの内部電源から（ライン１３２）傍受することによって電
力を送ることができる。タグのＩＤの全ての解釈及び保存は、カスタムで開発されたソフ
トウェアプログラムによって行われ、タグ読取装置は、タグの有効なデジタル識別番号を
シリアルインターフェースに渡って提供するように働く。
【００３９】
読取装置及びＲＦタグは、二つのコイルの間の誘導連結によって通信する。読取装置コイ
ルは、タグに比較して大きく、タグにエネルギを提供する責任（役割）及び返信された小
さな無線信号を読取る責任がある。タブレットコンピュータのハウジングへの読取コイル
の配置は、二つの点を念頭において行う必要がある。第一は、読取コイルが、タグを付け
られた対象と関係し対話するユーザにとって便利で自然な場所に配置される必要があるこ
とである。第二は、取付位置が、ホストコンピュータからの干渉を最小限にするように選
択される必要があることである。適切な遮蔽配置を行い、ペン通信と干渉せずにタグを読
取る、可能な限り最良の機会を与えるように保障する必要がある。もし、構成のこの部分
に注意が払われなかったならば、システム１００の目に見える読取範囲は１センチメート
ル又はそれ以下に縮小されることもある。市販され入手可能なタグ読取システムは一度に
一つのタグを読取ることしかできず、読取コイルの近くにあるタグの数を物理的に制御す
ることは重要である。もし二つのタグが読取り可能であれば、タグの応答は干渉し、デー
タが読取られない。しかし、もし二つのタグが存在し、一つが読取コイルの中心に少なく
とも５ミリメートル近ければ、近くのタグを読取ることに成功することが見い出されてい
る。最小のタグの間隙を使う設計では、いくつかの注意が必要である。これは、タグ遮蔽
のないまたは、選択的にタグを不能にする所望の領域をユーザが正確に選択することが困
難な場合もあるからである。また、いくつかのタグ間の干渉は、データに依存する場合が
あり、各タグのＩＤに影響を受ける場合もある。
【００４０】
読取コイルの配置は、システム１００の使用を容易にするために不可欠なので、この問題
は詳しく考察された。読取コイルの実際の寸法が全体的なインダクタンス及びＱの値に影
響を与える。一つの適用例に最適な寸法は、違う適用例では最適ではないことがよくある
。例えば、読取コイルを埋め込むために多くの空間があるタブレットコンピュータの下側
に読取コイルを配置することは、空間が制限されている前側に配置することに比べて、設
計者にコイルジオメトリの柔軟性を、より多く提供する。この問題を解決するために、様
々なコイルをコンピュータハウジングの周りに配置できる。この変更により、ユーザが手
動スイッチによって検出場所を選択することを可能にし又は自動的なコイルの切り換えを
可能にする。ユーザはシリアルポートを通じて命令を送信し電子的に検出場所を切り替え
ることができる。ある場合では、物理的な世界を使って自動的に活動コイルを選択するこ
とが望ましい。例えば、もしタブレットがテーブルの上に配置された場合は、マイクロス
イッチが接触圧力を検出し、よって装置の後ろのコイルを不可能化し、前面の、より有効
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なコイルに切替えることもできる。その他の方法として、様々なコイルを読取り電子装置
に連続的に多重送信する。この解決法は、我々のタブレットコンピュータが、多重送信の
各サイクルで一回、正しいコイルから読取るという利点を持つ。本発明の特定の実施形態
では、コイルの読取範囲が選択的に縮小又は拡張できる。これは、コイル電子装置を調整
し、異なるコイルを選択し、コイルシールドを使用し、インダクタンスや構成等のコイル
の特性を変更する物質を選択的に導入することによって達成できる。これは、所望の読取
範囲が縮小される場合があるような多数の電子タグで動作する環境、又は所望の読取範囲
が拡張される場合があるような少数のタグで動作する環境、で有効となるであろう。
【００４１】
ネットワークアクセスは、無線ポート１４０によって提供され、外部の書類及び／又はデ
ジタルサービスを参照する仮想関連（意味論上の結合）をサポートする。このネットワー
ク接続を、これらの移動式の装置に提供するには、市販され入手可能な周波数ホッピング
広帯域無線が使用される。あいているＰＣＭＣＩＡスロットを持つ携帯コンピュータは、
無線のＰＣカード版をたやすく合わせることができる。適切な無線システムの一つの種類
は、２．４ＧＨｚで動作する。システム１００に使われる特定の装置は、各ネットワーク
アクセスポイントを中心に約１５０メートル（５００フィート）までの到達範囲を提供す
るように設計されている。無線の未処理での帯域幅は、プロトコルのオーバヘッドを考慮
にいれ、１．６Ｍｂｐｓであり、アプリケーションには５００ｋｂｐｓのデータレートが
使用可能である。アクセスポイントは、無線を装備した移動式装置と現存する有線ネット
ワークとの間の橋として働く。少数のアクセスポイントのみによって、無線の接続性がビ
ル中いたるところに提供できる。動作中は、無線ネットワークの使用により、大半の書類
をローカルのファイルサーバに保存しその書類を数秒で見ることを可能にする。
【００４２】
この機能をサポートするソフトウェアインフラストラクチャは、マルチスリーディングの
ウインドウズプログラムの単一のスレッドを含み、当業者には容易に書くことができる。
Ｃ＋＋で書かれたプログラムは、タグ識別番号の到来のためにシリアルポートを監視する
。第二のスレッドは、到来したタグの各々を通知され、適切なアプリケーション及び書類
を表示する。いくつかのアプリケーションプログラムは、遠隔の「ブラックボックス」サ
ービスとして「スポーン」（ｓｐａｗｎ）型の命令（例えばネットスケープナビゲータ（
Ｎｅｔｓｃａｐｅ Ｎａｖｉｇａｔｏｒ）、オーディオプレーヤ（ａｕｄｉｏ ｐｌａｙｅ
ｒ））を介して呼び出され、他のプログラムは、それよりも深く細かいレベルでＯＬＥ（
例えば、ワード（Ｗｏｒｄ）、インターネットエクスプローラ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘ
ｐｌｏｒｅｒ）、アウトルック（Ｏｕｔｌｏｏｋ））によって通信される。また、ソフト
ウェア層は到来したタグ識別番号を読取り、識別番号から動作への写割り当てを含む関連
したタグファイルを吟味し、一連の所望の命令を実行して選択されたデジタルサービスを
呼び出す。時には同一のタグがすばやく２回検出される時もある。これをフィルタするた
めに各タグイベントにはヒステリシスが負わせられる。もし、どの意味論とも関連されて
いないタグ識別番号が検出されれば、プログラムは、タグを無視するかタグの意味の説明
を尋ねる対話ボックスを表示するかのどちらかを実行できる。後者の機構が使われると、
タグが新しい書類に取り付けられる度に我々のシステムを更新する。通常は、共有された
ネットワークデータベース（図１に関して説明されたような）が使われデジタルサービス
を各タグ識別番号に割り当てる。
【００４３】
図４はタグ読取システム２００の略図であり、このタグ読取システム２００は、ユーザが
、図２に示したような電子タグ読込み装置が取付けられた携帯コンピュータ１１０を用い
て、壁に取付けられた２次元のポスター又は他の適切なタグ可能化対象に取付けられた電
子タグの識別番号にアクセスすることを可能にする。コンピュータ１１０は、無線でこの
情報をトランシーバ２２０に転送でき又は電子タグに意味論上で結合されているデジタル
サービスを呼び出せる。このトランシーバ２２０は、電子書類にアクセスするためにコン
ピュータネットワーク２３０に接続されている。書類は、データベースサーバ２２２又は
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ローカルのデスクトップコンピュータ２２４で見つけることができ、ネットワークプリン
タ２２６で印刷できる。典型的な動作では、ユーザがポスター上のタグの一つを読取り、
識別番号をネットワーク２３０上のデータベースサーバ２２２に転送する。識別番号とデ
ジタルサービスとの間の意味論上の結合がなされ、例えば書類がプリンタ２２６で印刷又
は電子書類がデスクトップコンピュータ２２４から引き出されることができる。
【００４４】
最良の結果を生じるには、ポスター２３２に取付けられた電子タグが、読取ゾーンが重な
らないことを保証するために分離されている。例えば、電子タグ２４０，２４２，２４４
，２４６（各々がポスター２３２上の文章又は記号的な印に関連付けられる）は、破線内
にそれぞれ、重ならない読取ゾーン２５０，２５２，２５４，２５６を含む。もしタグが
接近して設定される必要があれば、側面の検出範囲を縮小するために設けられた電磁シー
ルドによって遮蔽されたタグ２６０，２６２，２６４を使用することができる。その他の
方法として、選択された不可能化タグ２６６を使い、多数のタグを不利なデータ読取効果
なしに、接近して詰込むことができる。この不可能化タグ２６６は、電力を供給されてい
ないか又は手動か自動で可能化にされるまで不可能化されている。
【００４５】
本発明の更にその他の実施形態では、図５にネットワークされたプリンタ３２６を示し、
このプリンタ３２６は、紙の書類３３０にクリップで留められた電子タグ３３２によって
識別される書類を印刷できる。これに加え、プリンタ３２６は、新しく印刷された書類３
４６と特有の電子タグ３４２を関連付けることができ、この電子タグはプリンタ３２６の
ディスペンサ３４４によって分配され、又はプリンタ３２６のタグモジュール３４０によ
って取付けられる。電子タグへの関連付けは、ネットワーク２３０を通じて接触するネッ
トワークマシン１８を介して、上述の図面と関連して上で説明したような機構を使い、行
うことができる。ネットワークプリンタの動作は、複数のタグ読取装置３２０，３２２，
３２４を設けることで制御でき、各読取装置が特定のプリンタの動作に結びついている。
例えば、もしユーザがタグ３３２をタグ読取装置３２０に読取らせた場合、タグ３３２が
クリップで留められた書類のカラーコピーが印刷される。読取装置３２２でタグ３３２を
読取ることにより、白黒のコピーが生じ、タグを読取装置３２４で読取ると、書類の電子
コピーが、保存、変更、又は印刷のために特定のネットワークマシンに転送される。以下
に示すように、タグ３３２は、図２に関連して説明した、携帯の手で持てるコンピュータ
に取付けることができる。もしタグ３３２がプリンタ３２６に近づけられた場合、プリン
タ３２６は、どのコンピュータがそのタグに関連付けられているかを決定しそのコンピュ
ータに尋ね（無線接続によって）、コンピュータスクリーンに現在表示されている書類（
もしあれば）の識別を決定する。もしそうであるなら、この書類を引き出し、ユーザが選
択したオプションに依存して任意に印刷又は変更することができる。
【００４６】
本発明の一つの特定の実施形態の動作をよりよく理解するために、図６及び図７は、ひと
まとめで、特定の使用シナリオに適用されるソフトウェア論理の流れのフローチャートを
示す。例えば、ユーザが、タグ読込み装置で拡張されたペンコンピュータを持っている使
用シナリオを考える。このシナリオでは、ユーザが３つのタグを読取装置の検出範囲に持
ってくる。第一のタグは、ユーザの会社ＩＤの裏に配置され、ユーザを「ログイン」し彼
の関連したプロフィールをロードしろ、とペンコンピュータに教える。第二のタグは、書
類のバインダクリップに配置され、この書類の最新の電子版をディスプレイに表示しろ、
とペンコンピュータに教える。第三のタグは、ネットワークプリンタの表面に配置され、
現在の書類をそのプリンタで印刷しろ、とペンコンピュータに教える。ユーザは、迅速に
連続して２回プリンタをペンコンピュータでトントンと叩き、二枚のコピーの印刷が欲し
いことを示す。この出来事（イベント）の順序は以下の通りである。
【００４７】
ユーザが、関連したタグ１番を備える会社ＩＤを、タグ読取装置の検出範囲内に持ってき
た時、第一の電子信号３５１が読取装置内で生じる。この信号は次に、ステップ３５２で
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デジタル形式、例えば「ＩＤ１番」のデータを含むＡＳＣＩＩ記号列（又は同様の明確な
記号列）、に変換される。このデータ記号列は次にステップ３５３で、読取装置から解釈
するコンピュータに送信される。解釈するコンピュータが、割込み駆動だとすると（ステ
ップ３５４が「はい」）、コンピュータの監視プログラムのスレッドが、ステップ３５５
でこのデータを待っている。スレッドはステップ３５７で活動化され、データ記号列「Ｉ
Ｄ１番」を受信する。プロセッサは、ステップ３５８でこの出来事にタイムスタンプを関
連付け、更なる処理を続ける。ステップ３５９では、プロセッサが、これが同一の出来事
の繰返しでないことを保証するために確認し、すなわちユーザが ＩＤカードを読取装置
に持ってきたことによって複数の出来事を引き起こしていないことを保証する。もし繰返
しであれば、この出来事は無視される。もしそうでなければ（ステップ３５９が「いいえ
」であれば）、処理が続く。プロセッサは、ステップ３６１でネットワークデータベース
を調べこのタグを検出した時に何をすれば良いかを見つける。この例では、タグはデータ
ベース内に既に存在する（ステップ３６２が「はい」）ため、このタグに関連した記号の
意味を示す命令記号列がコンピュータにロードされ、解釈され、実行される（ステップ３
６４）。例えばこの場合、ユーザに関連するプロフィール（所望のスクリーンサイズ、所
望のフォントサイズ、ネットワークパスワードなど）がコンピュータにロードされる（ス
テップ３６８）。
【００４８】
数秒後、ユーザはタグによって拡張されたバインダクリップをタグ読取装置の近くに持っ
て来て、第二の電子信号３５１が読取装置内で発生する。この信号は次にステップ３５２
でデジタル形式、例えばデータ「ＩＤ２番」を含むＡＳＣＩＩ記号列（又は類似する明確
な記号列）、に変換される。このデータ記号列は次に、ステップ３５３で読取装置から解
釈するコンピュータに転送される。ステップ３５４，３５５，３５７，３５８，３５９は
、第一のタグに類似して実行される。ステップ３６１では、ネットワークデータベースが
「ＩＤ２番」をキーとして調べられる。この例では、タグが既にデータベースに存在する
（ステップ３６２が「はい」）ため、このタグに関連した記号の意味を示す命令記号列が
コンピュータにロードされ、解釈され、実行される（ステップ３６４）。この場合、ステ
ップ３６６が実行され、書類表示アプリケーション（マイクロソフトワード（Ｍｉｃｒｏ
ｓｏｆｔ Ｗｏｒｄ（商標））など）が開始され与えられた書類を表示する。
【００４９】
ここでユーザはタグ読取装置をネットワークプリンタに配置されたタグの範囲に持って来
て、第三の信号３５１が読取装置内で生じる。この信号は次に、ステップ３５２でデジタ
ル形式、例えばデータ「ＩＤ３番」を含むＡＳＣＩＩ記号列、に変換される。このデータ
記号列は次に、ステップ３５３で読取装置から解釈するコンピュータに送信される。ステ
ップ３５４，３５５，３５７，３５８，３５９は、第一のタグと類似して実行される。ス
テップ３６１では、「ＩＤ３番」をキーにしてネットワークデータベースが調べられる。
この例では、タグが既にデータベース内に存在する（ステップ３６２が「はい」）ため、
このタグに関連する記号の意味を示す命令記号列が、コンピュータにロードされ、解釈さ
れ、実行される（ステップ３６４）。この場合、ステップ３６８が実行される。コンピュ
ータはネットワークプリンタの名前を保存するが、印刷すべきコピーの数を判断するため
に待つ必要があるのでまだ印刷はしない。
【００５０】
短い時間の後、ユーザがもう一度タグ読取装置を、ネットワークプリンタタグの範囲に持
って来て、第四の電子信号３５１が読取装置内で生じる。ステップ３５２，３５３，３５
４，３５５，３５７，３５８，３５９，３６１，３６２は第三の信号に類似して実行され
る。ステップ３６４では、プロセッサは短い時間の期間でこのタグを見たのがこれで二回
目であると判断しステップ３６８が実行される。コンピュータは、「２」を印刷するコピ
ーの数と関連付ける。最後に、シリアルポート３５７でそれ以上のデータを受信しないま
ま指定された時間が過ぎた時に、プロセッサは、関連したプリンタにおいて関連したコピ
ー数の書類を印刷する。
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【００５１】
本発明による電子タグへの簡易な変更又は拡張は、様々な使用シナリオでの多数の電子タ
グを用いる容易さを向上できる。例えば、図８は複数タグ遮蔽システム４００を例示する
。このシステムは、ベースのディスク４１０に対して取付点４１２において回転可能（矢
印４２２で示す）で可動のディスク形状のシールド４２０を備える。ベースディスク４１
０は、複数の電子タグ４１６を取付けられ、これらの電子タグ４１６は電磁、光学（赤外
線を含む）、音響、又は他の信号を放射するように構成されている。シールド４２０は、
この信号を遮蔽可能か又はこの信号の強度を大きく低減させることが可能である。シール
ド４２０は、シールドが回転されるに従って、単一のタグ４１６のみをさらす大きさの開
口４２１を持つように設けられる。動作中は、ユーザはシールド４２０が回転するに従い
、各タグ４１６の近くに印刷された、数又は他の記号的又は文章の印４１４を読むことが
できる。適切な数又は印が開口４２１を通じて示された時は、電子タグは適切なタグ読取
装置（図示せず）によって読取可能な信号を放射できる。連続的に一連の番号を「ダイヤ
ル」しタグ読取装置に各々の数と、関連するタグとを提示することによって（例えば数３
－５－６を読取る）、ユーザはシステム４００を低コストの個人識別番号としてデジタル
サービスの呼出しを認証するために使い、同時に、ディスクを持つ認証されない人の様々
なデジタルサービスへのアクセスを防止できる。その他の方法として、各タグが特定のデ
ジタルサービス、例えば印刷、ファイル転送、認証、又は識別、又はユーザに望まれるそ
の他の意味論上の結合と関連付けされることも可能である。
【００５２】
図９は更にもう一つのマルチタグ遮蔽システム４３０の例を示し、このシステムは、ベー
ス４３２に対して可動な（矢印４３６に示される）、スライド可能シールド４３４を備え
る。ベース４３２には二つの電子タグ４４２と４４０が取付けられており、これらの電子
タグは、電磁、光学（赤外線を含む）、音響、又はその他の信号を放射するように構成さ
れている。この信号は、シールド４３４によって妨害可能、シールド４３４によって方向
の変更が可能、又はシールド４３４によって信号の強度が大きく低減させられる。単純な
タグ番号識別に加え、低いビットレートのユーザ情報を、特定の期間選択されたタグ４４
０や４４２を提示することによって、又はユーザが定義する特定の順序によって、タグ読
取装置及び関連するコンピュータシステム（図１に関連して説明したようなもの等）に伝
えられることは、当業者には理解できるであろう。提示は、シールド４３４を、タグ４４
０と４４２とを交互に妨害する適切な位置の間をスライドさせ達成する。この方法又は同
様の方法によっては、少量の情報のみしか送信できないが、この方法は、タグに関連する
デジタルサービスにパラメータを与え、個人の識別番号に相当するものを提供し、デジタ
ルサービスに関連するタグを変更するために有効な機構と成り得る。
【００５３】
情報の送信を簡略化するために、機構４５０を用い、ユーザが定義する、タグのオンーオ
フの読取りを容易にできる。図１０、図１１、図１２に示すように、柔軟なシールド４５
４が開口４５６を定義し片端がベース４５２に取付けられ、このベース４５２は、部分的
に埋め込まれた電子タグ４５８を備える。図１０の平面図及び図１１の側面図に示すよう
に、シールド４５４は、通常は付勢されてタグ４５８からの電磁、光学（赤外線を含む）
、音響、又は他の信号の放射を防止する。この信号は、図１に関連して説明したような外
部のタグ読取装置によって検出可能である。図１２に示すように、ユーザはシールド４５
４を、矢印４６０で示す方向にベース４５２に向かって押し下げることができ、これによ
り、放射するタグ４５２上の位置に開口４５６を短期間移動させることができる。この短
期間の位置は、検出可能な信号４６２の放射を可能にし、信号の振幅及び継続時間は、タ
グ読取装置及び関連するコンピュータシステムによって測定可能である。例えばモールス
式信号に基づく技術などの、間断なく放射する信号４６２への割込みをユーザが制御して
ビット毎の情報を伝達する技術を使い、機構４５０は低いビットレートのユーザ情報を、
選択的なシールド動作とそのシールドを外す動作（下に向かってのクリック動作と放す動
作）によって送信できる。このようなユーザ情報は、上で図８及び図９に関して説明した
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ように用いることができる。
【００５４】
多数の電子タグに関連した問題を軽減する（また電子タグ信号の割込みに基づいて少量の
情報をユーザが送信できるようにする）更にもう一つの方法が、図１３に関して説明され
る。この図は、選択的に可能化された電子タグ５４０の略図であり、電子タグ５４０はメ
モリ５５２と、プロセッサ５５４と、電源５５６と、信号送信装置５５８（典型的にはア
ンテナ又は発光ダイオード）とを有する。また、任意のセンサモジュール５６０を接続し
、検出データをプロセッサに提供してもよい。これらの構成部分は、相互連結モジュール
５６２によって制御可能に相互連結され、電子タグ５４０の選択的な可能化と不可能化機
能を許す。相互連結モジュール５６２は、電気機械制御装置５６１（例えば、スイッチ、
ボタン、中継器、又は他の適切な機構）を用いるユーザによって、活動化と非活動化とを
制御されてもよい。相互連結モジュール５６２はまた、ソフトウェア制御装置５６３を用
いるユーザによって活動化と非活動化とを制御されてもよい。ソフトウェア制御装置５６
３（ユーザの制御下にあってもよく自動制御下にあってもよい）を使い、プロセッサ５５
４を直接的に非活動化または活動化させることもできる。
【００５５】
図１４は選択的に活動化される電子タグ５５０の例を示す。この電子タグは、少なくとも
一部が図１３の略図に基づいて構成されている。電子タグは４つの機械的な構成部分を持
ち、これらはケース５７０と、ケースに保持される可動ピース５７４と、これもケースに
保持される可動ピース５７６と、ばね５７２とを含み、このばね５７２は、可動ピース５
７４と可動ピース５７６とをお互いに接続させ、ケース５７０にも接続する。このばね５
７２は付勢され、ユーザが加え可動ピースを近づける傾向にある力５７７及び５７５に対
抗する。可動ピース５７４はまた、電源５５６とアンテナ５５８とを電磁信号の放射のた
めに支持するように構成される。可動ピース５７５は同様に、タグ識別番号及びセンサデ
ータを保持するメモリ５５２と、プロセッサ５５４と、センサ５６０とを支持するように
構成される。可動ピース５７４はまた、電子接触部５９２を支持し、この接触部５９２は
、可動ピース５７６に取付けられた同様の電子接触部５９０と電子的に接触できる。動作
中は、ユーザが可動ピース５７４と５７６とをはさみ、電子接触部５９０と５９２とを電
子的に接触させ、通常は放射していないタグを可能化することができる。これにより、回
線が完成し直ちにタグ識別番号の放射を引き起こす。ユーザが、放射信号を割込みによっ
て制御する、ビット毎の情報の送信は、本発明の範囲内に企図されると理解されたい。
【００５６】
本発明による信号方法を、よりよく示すために、図１５に簡略化したグラフ６００を示す
。このグラフはユーザが定義する時間的に一続きのビット信号を、強度軸６１０に、電子
タグから送信された識別番号の潜在的な読取可能期間６２０を時間軸６１２に沿って表わ
す。このグラフ６００は、放射するタグの応答を示し、このタグは完全に可能化され遮蔽
されていない時は、定期的に識別番号を供給する（期間６３２及び６３６のパルス６３０
）。タグが不可能化され又は遮蔽されている時は、期間６３４と６３８に示すように信号
は受信されない。本発明の目的のためには、期間６３２及び６３６が「１」の値を持つと
解釈でき、期間６３４及び６３８は「０」の値を持つと解釈できる。この一続きの信号は
、関係する信号期間６２０において２進数「１０１０」と読める。このような方法を使い
、ユーザは少量の情報を適切なコンピュータシステムに容易に送信することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明のシステムの略図であって多数の電子タグを識別し、電子タグを電子タ
グ読取装置に連続的に提示することに応答して様々なデジタルサービスを提供するシステ
ムの図である。
【図２】　電子タグ読取装置を取付けられた携帯コンピュータの図である。
【図３】　図２に示したような電子タグ読取装置が取付けられた携帯コンピュータの構成
を示す略図である。
【図４】　ユーザが、図２に示したような携帯コンピュータと取付けられた電子タグ読取
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グの識別番号にアクセスし、その情報を無線でコンピュータネットワークに転送し、関連
する電子書類にアクセスするシステムを示す略図である。
【図５】　ネットワークされたプリンタを示す図であり、このプリンタは電子タグによっ
て識別される書類を印刷することができ、新しく印刷された書類を、プリンタによって分
配された又は取付けられた特有の電子タグと関連付けることを示すための図である。
【図６】　図７と共に、電子タグからの信号を解釈し適切なデジタルサービスを開始する
処理を示すフローチャートである。
【図７】　図６と共に、電子タグからの信号を解釈し適切なデジタルサービスを開始する
処理を示すフローチャートである。
【図８】　移動可能なディスク形状のシールドを例示する図であって、このシールドはい
くつかの電子タグが取付けられたディスクに対して回転可能なシールドを示す図である。
【図９】　スライド可能なシールドの例を示す図である。
【図１０】　クリック可能なシールドの例を示す図であって、電子タグを選択的に遮蔽し
又はシールドを外すことで低いビットレートのユーザの情報を送信するために使えるシー
ルドを示す図である。
【図１１】　図１０のシールドを横から見た図である。
【図１２】　図１０のシールドを横から見た図であって、信号送信時の状態を示す図であ
る。
【図１３】　電子タグの構成部分を示す略図であり、相互連結モジュールによって制御可
能に相互連結され、これにより選択的に可能化又は不可能化することができる電子タグを
示す図である。
【図１４】　選択的に可能化された電子タグの例を示す図であって、プロセッサ／メモリ
装置が、通常は電力変換アンテナ装置から離れて付勢されるタグを示す図である。
【図１５】　電子タグから送信された識別番号を利用した、時間的に一続きの、ユーザが
定義する読取可能及び読取り不可能な期間で構成されるビット信号を示す概略図である。
【符号の説明】
１０　電子タグ識別システム、１２　コンピュータシステム、１４　ローカルコンピュー
タ、１６　データベースサーバ、１８　ネットワークされたコンピュータ、２０，２６，
２８　電子タグ読取装置、３０　紙書類、３２，４２，４４，４６　電子タグ、４５　圧
力センサ、４７　センサ、５０　立方体ポリゴン、１２０　タグ読取装置、１２２　電磁
読取コイル、１５０　電子タグ、１５２　メモリ、１５４　プロセッサ、１５６　電源、
１５８　アンテナ、２００　タグ読取装置、２２２　データベースサーバ、２２４　ロー
カルデスクトップコンピュータ、２２６　ネットワークプリンタ、２３２　ポスター、２
４０，２４２，２４４，２４６　電子タグ、２５０，２５２，２５４，２５６　読取ゾー
ン、２６０，２６２，２６４　シールドされたタグ、３２０，３２２，３２４　タグ読取
装置、３２６　ネットワークプリンタ、３３０　紙の書類、３３２　電子タグ、３４０　
タグモジュール、３４２　特有の電子タグ、３４４　ディスペンサ、３４６　印刷書類、
４３０　複数タグ遮蔽システム、４３２　ベース、４３４　シールド、４４０　電子タグ
、４４２　電子タグ。
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